
横
須
賀
の

一港
に
浮
か
ぶ

一
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た
つ
の

町一原
子
炉
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にお斗|



2 

炉
心
溶
融

3
月
什
目
、
東
日
本
を
襲
っ
た
マ

2
7ナ
ユ

ー
ド

9
の
巨
大
地
震
。
福
島
第
一原
発
は
緊

急
停
止
し
ま
し
た
が
、
核
燃
料
の
崩
壊
熱

を
冷
却
す
る
た
め
の
緊
急
炉
心
冷
却
シ
ス

テ
ム
が
タ
ウ
ン
。
水
素
爆
発
等
が
繰
り
返
さ

れ
、
原
子
炉
内
の
放
射
性
物
質
が
大
気
や

海
水
に
放
出
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
旭
日
、
日
本
政
府
は
福
島
第
一
原
発

の
事
故
を
、
国
際
的
な
原
子
力
事
散
の
評

価
尺
度
で
最
悪
の
「
レ
ベ
ル
7
」
と
暫
定
評

価
。
そ
の
後
、
ー
、

2
、
3
号
機
が
炉
心
溶
融

(メ
ル
ト
タ
ウ
ン
)を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な
り
、
福
島
第
一原
発
事
故
は
、
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
(
回
年
)と
同
じ
人

類
史
上
に
残
る
深
刻
な
事
故
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

炉
心
の
冷
却
は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
が
、



福
島
第
一原
発
は
、
今
も
な
お
深
刻
な
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

横
須
賀
軍
港
に

浮
か
ぶ

ふ
た
つ
の
原
子
炉

東京'iGカの「報道配布写真動画ダウンロードJより

2
0
0
8年
9
月
、
倹
須
賀
に
配
備
さ
れ

た
原
子
力
空
母
「
ジ
ョ
ー
ジ
・ワ
シ
ン
ト
ン」

に
は
、
ふ
た
つ
の
原
子
炉
が
積
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

米
海
軍
は
原
子
力
艦
船
は
事
故
を
起
さ

な
い
、
と
言
い
ま
す
が
原
子
力
空
母
も
、
停

泊
後
は
外
部
電
源
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却

と
い
う
、
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

原
子
力
空
母
は
本
当
に
安
全
な
の
か
。

今
、
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た

め
に
、
私
た
ち
は
こ
の
小
さ
な
冊
子
を
作
り

ま
し
た。

3 



原
発
と
兄
弟
の

海
軍
原
子
炉

原
子
力
空
母
は
原
子
炉
を
積
み
、
核

分
裂
反
応
に
よ
る
熱
で
作
っ
た
水
蒸
気

で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
航
行
し
ま
す
。

原
子
力
発
電
用
の
加
圧
水
型
軽
水

炉
(福
島
第
一
原
発
は
沸
騰
水
型
)は
、
海

軍
の
原
子
炉
が
原
型
。
原
子
力
空
母
の

横
須
賀
配
備
に
関
し
て
、
基
地
司
令
官

は
、
「
検
須
賀
に
原
発
が
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
原
子
力
発

電
の
原
子
炉
と
海
軍
原
子
炉
が
「
兄

弟
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

議員五め182苛x2

4 

ll'i水器一次冷却水ポンプ
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大
地
震
で
電
力
が

止
ま
っ
た
ら

原
子
力
空
母
は
横
須
賀
基
地
に
停
泊

後
、
原
子
炉
の
運
転
を
止
め
ま
す
。
し
か
し
、

核
燃
料
は
崩
壊
熱
を
出
し
続
け
る
の
で
、

原
子
炉
の
冷
却
が
必
要
で
す
。
冷
却
シ
ス

テ
ム
を
稼
働
す
る
た
め
の
電
力
供
給
施
設

が
陸
上
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
電
力
供
給
施
設
が
地
震
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
た
り
、
燃
料
の
供
給
が
で
き
ず

に
発
電
が
で
き
な
く
な
れ
ば
福
島
第
一
原

発
の
事
故
と
同
じ
よ
う
な
事
故
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
「
津
波
の
際
の
引
き
潮
に
よ
っ
て
、

熱
捨
て
場
と
し
て
の
冷
却
用
海
水
の
取
得

が
函
難
を
来
す
可
能
性
が
あ
る
。
海
底
地

盤
の
隆
起
に
よ
っ
て
も
同
様
の
現
象
が
起

こ
り
う
る
」
と
原
子
力
資
料
情
報
室
の
上

津
千
尋
さ
ん
は
指
摘
し
ま
す
。

5 



巨大地震と津波が、

原子力空母の原子炉事故を起すメカニズム

三浦学島の活断層を麗澗とする直下型地震 . 

相模開や駿河湾沖を震源とするフレート型地震 E

司レ円

E百ヨヨ割問
・!fr~・~~朝日島宝q r.'j-C-~包括'if~!E理・

i15毎底の隆起、津波の引波等で | 白地震による液状化等で

冷却用海水の取入遮断 | 陸上施設の破様、遮断

固原子炉の緊急停止 l 白原子炉の冷却困難

図鑑内の非常用冷却装置が、地震・津波でダメーシを受l才、

作動しはい

図ジルコニウム固体燃料の崩壊熱冷却

不能による高温化と水蒸気の反応

回水素爆発、メルトダウン・水蒸気爆発

も
彼害想定

による格納容録等の破壊 Gワシン仙の外部電車ケーブル

l 

6 



ク"c

母
原
子
炉
事
故
7丸
::tti 

生
で

原子力資料情報室が予測

風
下
の
半
数
が
死
亡
す
る

範
囲
は
、
三
浦
半
島
の
ほ
ぼ

金
蔵
に

。
米
海
鼠
償
須
賀

基
副
で
ニ
ミ
ッ
ツ
級
以
チ
カ

空
母
の
以
子
炉
耶
欣
を
必
定

し
た
被
害
予
測
で
、
こ
う
し

た
結
柴
が
出
た
。

謹
宙
予
測
は
、
事
力
空

母
の
母
港
化
に
反
対
す
る
市

民
団
体
の
委
託
を
受
け
た
特

定
非
営
利
活
助
法
人

(
N
P

O
法
人
)
「
原
子
力
資
料
情

報一
E
」
の
上
諜
千
明
研
兜
ぬ

が
行
っ
た
。

耶
放
は
、
信
気
出
力
凶
十

万
お
の
商
業
用
原
平J
炉
が
、

冷
却
装
置
が
故
防
し
て
炉
心

諮
融
(
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
)
を

起
こ
し
、
格
納
容
紛
が
破
裂

し
て
放
射
性
物
仇
が
大
気
中

に
放
出
し
た
と
娘
定
。
風
速

四
M
で
風
向
き
ご
と
の
被
告

を
試
算
し
た
。

予
測
結
巣
に
よ
る
と
、
全

員
が
死
亡
す
る
七
世
引
の
被
牒

範
聞
は
風
下
八
J
。
半
数
致

死
の
三
官
は
同
十
-一
一キロで、

円
を
抱
く
と
三
浦
半
島
が
ほ

ぼ
収
ま
る
純
闘
に
。
さ
ら
に

頭
痛
や
吐
き
気
な
ど
の
急
性

陣
容
を
起
こ
す
こ
百
百
十
ミリ

析
は
悶
六
十
J
で
、
開
山
内
会

織
と
東
京
都
、
房
総
半
島
の

大
半
が
範
閣
と
な
る
。

三
浦
半
島
で
年
間
を
過
し

て
最
も
多
い
南
南
西
の
風
を

惣
定
す
る
と
都
心
を
函
娘
。

被
服
か
ら
約
十
年
間
て
風
下

の
百
二
十
万
l
百
六
十
万
人

が
、
が
ん
で
苑
亡
す
ゐ
と
准

定
さ
れ
る
。

大
き
な
原
子
力
災
害
を
招

く
原
子
力
空
母
の
出
現
は
、

椀
須
賀
に

，
原
発
v
を山日間函

ず
る
こ
と
と
同
じ
で
、
安
全

の
た
め
の
十
分
な
脈
問
を
と

れ
ず
、
不
可
能
だ
と
結
論
づ

け
て
い
る
。

(
護
服
俗
仁
)

7 
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高
い
地
震
発
生
確
率

横
須
賀
の
活
断
層

「
横
須
賀
を
走
る
三
浦
半
島
北
部
活
断
層

鮮
を
震
源
域
と
す
る
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
7
1

6
・7
規
模
の
地
震
が
予
想
さ
れ
、
却

年
以
内
の
発
生
確
率
が
刊
1
6
%
と
い
う

高
率
(
日
本
4
位
)
で
す
。

埋
立
地
は
液
状
化
、
山
を
背
負
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
は
ガ
ケ
崩
れ
の
危
険
，か
あ
り
ま
す
。

斜
面
の
崩
落
防
止
の
セ
メ
ン
ト
工
事
は
、
最

近
の
い
く
つ
か
は
地
震
も
想
定
し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
雨
水
に
対
す
る

対
策
が
主
で
地
震
の
事
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
特
に
北
斜
面
は
、
ガ
ケ
崩
れ
が
起
き

る
可
能
性
は
叩
%
以
上
だ
と
恩
わ
れ
、
人
口

や
施
設
の
数
が
圧
倒
的
に
増
加
し
て
い
る
の

で
関
東
地
震
以
上
の
被
害
に
な
る
と
予
想

で
き
ま
す
。
」



震
度
予
測
マ
ッ
プ

横
須
賀
市
ホ
!
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

園 震度?

震度6強

震度6弱

園 震度55量
・ 震度5弱

圃 震度4

原
子
力
空
母
を

大
地
震
が
襲
っ
た
ら

検
須
賀
基
地
内
の
多
く
は
埋
め
立
て
地
で
、

関
東
大
震
災
で
は
、
旧
日
本
海
軍
時
代
の
基

地
に
、
次
の
よ
う
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

重
油
ヲ
ン
ク
群
の
発
火
・
炎
上
、
港
内
へ
の

延
焼
、
停
泊
中
の
軍
艦
同
士
の
接
触
、
座
礁
、

建
造
中
軍
艦
の
造
船
台
上
で
の
損
傷
、
入
渠

中
潜
水
艦
の
転
倒
、
海
軍
工
廠
他
の
陸
上
諸

施
設
の
倒
壊
・焼
失
。
(
「
関
東
大
地
震
と
横

須
賀
軍
港
」
平
野
正
勝
、
「
東
郷
」
げ
よ
り
)

三
浦
半
島
周
辺
で
は
海
底
が
1
1
2
m
隆

起
し
、
横
須
賀
港
周
辺
で
は
、
津
波
前
の
大

き
な
引
き
波
が
発
生
し
ま
し
た
。
原
子
力
空

母
は
停
泊
中
、
外
部
か
ら
の
電
源
で
原
子
炉

の
冷
却
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
ま
す
。
そ
の
電

源
供
給
施
設
を
地
震
が
嬰
い
破
壊
し
た
ら
、

原
子
炉
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

9 



す
で
に
起
き
て
い
る

外
部
電
源
の
供
給
ト
ラ
ブ
ル

佐
世
保
寄
港
の
米
原
潜

埋

電
気
ケ
ー
ブ
ル
火
災
一

10 

原
子
力
艦
船
に
と
っ
て
、
核
燃
料
の
崩

壊
熱
を
冷
す
た
め
の
冷
却
シ
ス
テ
ム
を
作

動
さ
せ
る
外
部
電
源
は
き
わ
め
て
重
要
な

施
設
で
す
。

地
震
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
だ
け
で
は

な
く
、
火
災
に
よ
る
供
給
停
止
と
い
う
事

態
も
あ
り
え
ま
す
。
米
海
軍
佐
世
保
基
地

で
は
、
原
子
力
潜
水
艦
の
例
で
す
が
、
原
潜

に
電
力
を
供
給
す
る
ケ
ー
ブ
ル
の
火
災
事

故
が
す
で
に
起
き
て
い
ま
す
。

【佐
世
間
]
二
十
八
日
以
一が
開
山
し
て
い
る
)
抑
制
日

V
盟
問
、
佐
世
田
市
の
出
揃
川
佐
一咽
か
ら
聞
が
上
が
っ
て
い

ト
附

世
保
引州地
で、

二
十
六
日
か
一る
」
と
の
油
叫
が
あ
っ
九

一必
読
〈
m認
し
た
@

押
ら
停
泊
中
の
米
間
叫
ロ
サ
ン
一
米
岡
市
問
問
問
に
町
四
し
た
一

市
が
火
災
見
生
ヰ
各
官
し

信

ゼ

ル

ス
陸

子
力
安

艦

ラ一
と
こ
ろ
、
富

山
慌
の
ト
ラ
吉
の
は
向

HZ
話
量

咽
出

ホ

l
ヤ
(
六
、
O
八
O
J
J、
一プ
ル
と
の
相
川口
再声
λ
目
た
と
一
ぎ
て
か
ら
。

市
日
出
削
抗
問

問
J

日

-T

ハ
ウ
ズ
艦
良
ら
百
一い
う
。
同
日
の
出
削
開
削
託
一は

「間
保
協
聞
と
の
出
品
や

叶
山
抽

Z
一十
人
需
り
組
み
}
に
、
阻
一
拍
県
に
叫
叫
は
な
か
っ
た
.一
服
肘
曲
川
町
品
叫
町
田
昭
担

問
剛

上
か
ら
屯
刀
奇
供
枯
し
て
い
一

同
部
地
の
パ
i
ナ
1
ド・

一ど
に
問
問
が
か
か
っ
た
」
と

即
日

た
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
出
火
。
揺

す

ノ

グ

意

見
は
向
日
昼
一時
間
。
信
長
耶
間
四
研

山
昨

組
員
が
電
耐
を
切
っ
て
す
ぐ
一前
、
市
世
所
を
肪
れ
、
光
武
一究
会
の
篠
山
町
正
人
町
酷
い
同
良

お

に

問
火
し
た
。

り
が
人
は
な
一市
長
に
火
災
を
相
匂
辰
一
は
日
干
炉
に
佑
陪
が
な
く

川
Z

奇

か

っ

た

。

一

干

炉

に

は
金
〈
佑
院
は
な
一
て
b
川
辺
地
問
に
出
掛
が
な

ベ

市
梢
間
同
に
よ
る
と
同
日
一ぃ
.
日
開
口
の
山
り
に
旧
四
一い
か
心
配
問
、

市
は
火
山
発

貯

午
前
=一
時
十
さ

q
岡
市
一
が
あ
り
、別
宣
告
し
て
い
る
」
一些
需
品
に
潜
在
日
え

制

高
崎
町
の
住
民
炉
ら
「
大
き
一
告
白
え
た
。
光
武
市
民
は
阪
一る
べ
き
疋
」
と
市
の
剖
応
を

な
苛
が
三
回
し
て
、

(限
出
一
回
の
枇
両院山丸山
と
再
発
防
止
一批
判
し
た
。

で
は
、
な
ん
ら
か
の
理

由
で
、
電
力
供
給
が
ス
ト

ッ
プ
し
て
、
冷
却
水
の
循

環
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら

と
う
な
る
か
。
答
え
は
次

ペ
ー
ジ
に
。も問問



原子炉は炉心溶融直前
乗組員は被曝

英
原
潜
あ
わ
や
核
事
故

{
ロ
ン
ド
ン
十
四
日
H
時
事
】
十

四
日
付
の
英
日
嗣
紙
「
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
」
は
先
月
下
旬
、
同
国
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
西
岸
の
フ
ァ
ス
レ
l
ン
海
軍

基
地
に
停
泊
中
の
英
原
子
力
潜
水
艦

で
、
原
子
炉
の
冷
却
装
置
が
故
障

し
、
あ
わ
や
核
事
故
と
い
う
重
大
な

事
態
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
、
と
報
じ
た
。

同
紙
に
よ
れ
ば
、
事
故
が
起
き
た

の
は
、
ポ
ラ
リ
ス
型
原
潜
の
「
レ
ゾ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
。
原
子
炉
の
一
次

冷
却
系
で
、
冷
却
水
を
回
す
ポ
ン
プ

へ
の
電
力
供
給
が
突
然
停
止
、
異
常

時
に
作
動
す
る
は
ず
の
予
備
の
ポ

ン
プ
二
本
も
作
動
せ
ず
、
そ
の
う

え
緊
急
電
力
装
置
も
働
か
な
か
っ

こ。
サ
/

こ
の
た
め
炉
心
温
廃
か
上
昇
、
諮

告
音
が
鳴
り
響
き
、
事
叩
加
は
炉
心
溶

融
に
向
か
っ
て
い
た
が
、
乗
組
員
二

人
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
の
予
備
冷
却

系
を
作
動
さ
せ
、
事
な
き
を
得
た
と

い
う
。
た
だ
、
こ
の
二
人
の
乗
組
員

の
う
ち
一
人
は
被
ば
く
し
た
と
み
ら

れ
て
い
る
。

同
原
時
間
は
二
週
間
後
、
予
定
よ
り

数
日
遅
れ
て
長
期
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル

航
海
に
出
発
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
英
国
防
省
は
、一

月
二
十
六
日
に
岡
原
潜
で
「
軽
度
の

電
気
系
統
の
故
障
」
が
あ
っ
た
が
、

乗
組
員
や
付
近
住
民
ら
に
は
影
響
は

な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
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艦
船
修
理
時
に
、

放
射
能
事
故
が

多
く
起
き
て
い
る
。

12 

柚須賀市町原子力総合防虫劃l蹄に

畳喝した間経服(06.10.24)

米
原
潜
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
グ
ア
ム
で
一次
冷
却
水
の
圧
力
低
下
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
危
険
。

米
原
潜
ス
ヌ
l
ク
、
故
障
で
船
体
を
傾
け
な
が
う
横
須
賀
に
入
港
、
放
射
能
汚
染
の
疑
い
。

米
治
水
艦
母
艦
ブ
ロ
チ
ユ
ウ
ス
、
グ
ア
ム
湾
内
に
‘
(
一
次
冷
却
水
の
移
し
替
え
作
業
中
つ
)
高
放
射
能

の
一
次
冷
却
水
を
大
抵
に
放
出
、
付
近
の
海
を
汚
染
。

米
原
潜
か
ら
補
給
船
に
移
し
て
い
た
冷
却
水
5
0
0ト
ン
が
川
に
漏
出
。

米
ピ
ユ
|
ジ
ェ
ッ
ト
造
船
所
で
、

2
週
間
に
4
件
の
放
射
能
汚
染
事
故
、
大
気
中
に
漏
れ
出
た
般
射

能
の
た
め
に
3
人
の
労
働
者
が
被
眼
。

米
原
誠
司
ハ
フ
ァ
l
、
高
放
射
能
の
一次
冷
却
水
を
大
岳
に
ピ
ユ
l
ジ
ェ
ッ
ト
造
船
所
内
に
流
出
。

米
原
子
力
空
母
二
ミ
ッ
ツ
、
原
子
炉
部
分
で
一
次
冷
却
水
漏
れ
。

米
原
子
力
巡
洋
艦
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
、
沖
縄
で
吉
田
放
射
能
検
出
。

米
原
潜
ホ
ー
ク
ビ
ル
、
ビ
ュ
ー
ジ
工
ツ
ト
造
船
所
で
冷
却
水
漏
れ
、

5
人
が
汚
染
、

2
人
が
内
部
被
限
。

米
原
潜
サ
ム
・ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
ビ
ュ
l
ジ
ェ
ッ
ト
造
船
所
で
冷
却
水
漏
れ
、

一人
か
汚
染
。

米
原
潜
フ
ォ
ン
・
ス
チ
ユ
|ベ
ン
原
7
T
炉
が
緊
急
停
止
、
数
時
間
漂
流
。

米
原
潜
サ

l
ゴ
、
ハ
ワ
イ
で
冷
却
水
排
出
時
に
、
放
射
能
漏
れ
。

米
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
座
礁
。

米
空
母
キ
テ
イ
ホ

l
ク
、
日
本
海
で
ソ
連
原
潜
と
衝
突
。

米
原
子
力
空
母
力
1
ル
・
ビ
ン
ソ
ン
等
3
隻
の
乗
務
員
に
原
モ
炉
の
安
全
運
転
テ
ス
ト
を
行
っ
た
が

不
合
格
。
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米
原
潜
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
グ
リ
ー
ン
座
礁
、
米
原
潜
ア
ト
ラ
ン
タ
座
礁
。

英
原
潜
レ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、

一次
冷
却
水
が
と
ま
り
、
あ
わ
や
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
事
故
。

米
原
子
力
空
母
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
、
商
船
と
衝
突
事
故
。

米
原
子
力
空
母
ア
フ一
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
3
3
0ガ
ロ
ン
の
低
放
射
能
冷
却
水
を
、
川
に
放
出
。

米
原
潜
フ
ィ
ン
パ
ッ
ク
、
資
格
の
な
い
水
兵
に
訓
練
記
録
を
改
鼠
し
て
原
子
炉
操
作
権
限
を
与
え
、

乗
組
員
が
低
レ
ベ
ル
の
放
射
性
物
質
を
含
む
機
械
を
川
に
投
棄
。

原
子
力
空
母
二
ミ
ッ
ツ
の
4
名
の
水
兵
、
不
適
切
な
訓
練
に
よ
っ
て
、
放
射
能
安
全
を
調
べ
る
定
期

点
検
に
広
く
ご
ま
か
し
が
行
わ
れ
て
い
る
と
内
部
告
発
。

原
子
力
巡
洋
艦
ロ
ン
グ
ビ
l
チ
、
パ
ル
ーフ
弁
故
障
の
た
め
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
湾
内
に
一次
冷
却
水
が
漏

れ
る
。
他
に
も
4
つ
の
港
で
放
射
能
漏
れ
事
故
、
乗
組
員
の
2
名
か
脳
腫
惜
師
、

2
名
が
白
血
病
。

原
子
力
空
母
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
造
船
所
で
放
射
能
を
帯
び
た
冷
却
水
が
漏
れ
て
、
作
業
員
9
名

と
4
室
が
汚
染
さ
れ
6
0
0万
ド
ル
の
浄
化
作
業
を
要
し
た
。

原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
で
修
理
中
に
原
平
J

炉
室
で
火
災
が
発
生
し
、
放
射

能
物
質
が
漏
れ
た
。

原
子
力
巡
洋
経
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
放
射
能
を
帝
び
た
水
が
漏
れ
、

3
名
の
水
兵
が
汚
染
。
ー
名
の

水
兵
が
原
子
炉
室
の
機
器
の
テ
ス
ト
中
の
事
故
に
よ
り
火
傷
。

原
潜
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
、
酪
町
し
た
乗
組
員
が
原
子
炉
を
当
直
監
視
し
、
司
令
官
解
任
。

ピ
ュ

l
ジ
ェ
ッ
ト
造
船
所
で
、
原
子
力
艦
ア
カ
ン
サ
ス
か
ら
放
射
性
蒸
気
が
漏
れ
た
が
、
米
海
軍

は
旧
時
商
事
故
を
州
政
府
と
市
民
に
通
報
せ
す
。

原
潜
サ
ン
フ
ァ
ン
、
グ
ロ
ト
ン
墓
地
で
、
水
兵
1
名
が
原
子
炉
へ
の
破
壊
行
為
の
疑
い
で
免
職
。
原

子
炉
の
制
御
棒
へ
電
力
を
供
給
す
る
ワ
イ
ヤ
ー
が
切
断
さ
れ
て
い
た
。

原
潜
ポ
l
ツ
マ
ス
、
基
地
で
の
作
業
中
に
、

2
人
の
労
働
者
が
被
眼
。

ア
イ
ダ
ホ
の
海
軍
原
子
炉
実
験
施
設
か

5
高
レ
ベ
ル
の
放
射
能
が
検
知
さ
れ
た
た
め
、
周
辺
の
住

民
2
0
0名
が
避
難
。

原
子
力
空
母
ス
テ
ニ
ス
、
母
港
の
サ
ン
デ
ィ
工
コ
港
内
で
座
礁
し
、
原
子
炉
が
2
基
と
も
緊
急
停
止
。

原
潜
オ
リ
ン
ピ
ア
、
ハ
ワ
イ
の
造
船
所
で
修
理
中
に
放
射
性
冷
却
水
が
漏
れ
、

3
名
の
労
働
者
彼
即
時
。

露
原
潜
ク
ル
ス
ク
、
爆
発
事
故
を
起
こ
し
て
、
原
子
炉
ご
と
パ
レ
ン
ツ
海
に
沈
む
。

英
原
潜
タ
イ
ア
レ
ス
、
地
中
海
で
、
あ
わ
や
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
寸
前
の
事
故
。
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中
身
の
な
い
、

安
全
性
の

忌
引

説明

。言
、

3
月
刊
目
、
G
・
7
ン
ン
ト
ン
は
横
須
賀
基

地
で
定
期
修
理
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
地

震
の
影
響
は
な
か
っ
た
と
米
軍
は
言
い
ま
す

が
、
星
条
旗
新
聞
は
「
水
位
は

6
フ
ィ
ー
ト

(1
8
3
m
)下
が
り
、
揺
れ
は
非
常
に
強
く

て
船
を
埠
頭
岸
壁
か
ら
離
す
ほ
ど
だ
っ
た」

と
乗
組
員
の
証
言
を
伝
え
ま
す
。
東
日
本

大
地
震
の
津
波
で
、
グ
ア
ム
基
地
の
係
留
施

設
が
被
害
を
受
け
、
原
子
力
潜
水
艦
が
港

内
を
漂
流
し
、
ス
ク
リ
ュ
ー
を
損
傷
し
て
い

た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
(時
事
)。

G
・
7
ン
ン
ト
ン
は
3
月
引
自
に
、定
期
修

理
を
中
断
し
て
出
港
し
、
1
カ
月
近
く
検

須
賀
を
留
守
に
し
ま
し
た
。
作
戦
部
長
は

「放
射
性
物
質
の
残
留
で
も
検
出
さ
れ
る

と
、
船
上
で
発
生
し
た
放
射
能
漏
れ
の
徴

候
と
誤
解
さ
れ
、
確
認
作
業
や
放
射
能
除

去
が
必
要
と
な
る
た
め
」
と
理
由
を
述
べ
ま

す
。
軍
属
や
家
族
に
自
主
的
避
難
勧
告
を

出
し
た
事
実
も
含
め
、
軍
事
力
維
持
の
た

め
に
は
、
前
例
に
な
い
素
早
さ
で
行
動
す
る

米
海
軍
。
し
か
し
、
安
全
性
の
説
明
は
、

3
・

什
前
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
た
ま
ま
。

G
・
ワ
シ
ン
ト
ン
帰
港
前
の

4
月
叩
目
、

外
務
省
か
ら
横
須
賀
市
へ
、
原
子
力
艦
船

の
安
全
性
に
関
す
る
米
国
政
府
の
書
簡

(口
上
書
)
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
内

容
は
、
2
0
0
6年
に
提
出
さ
れ
た
7
7
7

卜
シ
l
卜
の
く
り
返
し
で
し
た
。

多
重
防
惑
だ
か
ら
安
全
と
い
う
の
は
、
原

発
に
つ
い
て
の
安
全
性
の
説
明
と
同
じ
で
す
。

そ
の
多
重
防
護
が
機
能
を
発
鐸
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
福
島
原
発
の
「
暴
走
」
は
起
き

ま
し
た
。
「事
故
は
起
こ
ら
な
い
」
と
い
う
説

明
は
、
何
も
説
明
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
等

し
い
と
、多
く
の
市
民
は
思
っ
て
い
ま
す
。
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力
空
母
の
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全
性
の
脱
明
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米空母GW佐世保ヘ

米
海
軍
慌
須
賀
基
地
に
は
駆
逐
艦
3
盟
が
帰
港

し
て
い
る
。
大
型
ケ
レ
ー
ン
が
取
り
つ
げ
ら
れ

た
空
母
用
埠
頭

(ふ
と
う
)
で
は
G
Wが
不
在

の
ま
ま
だ
H
4
日
午
後
2
時
ご
ろ
、
倒
須
賀
市

福島原発事故の影響懸念

一
す
る
原
子
力
潜
水
艦
も
3
月
4

一
日
以
降
は
停
泊
し
て
い
な
い
。

一

救
媛
活
動
な
ど
で
艦
船
が
出

払
い
、
先
月
辺
自
に
は

「米
海

軍
艦
船
が
1
隻
も
横
須
伐
港
に

い
な
い
の
は
記
憶
の
範
囲
で
初

め
て
」
(
米
海
軍
第
7
艦
隊
広

報
)
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。

G
Wは
1
月
か
ら
定
期
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
開
始
。
例
年
通
り

な
ら
米
本
土
の
造
船
所
か
ら
派

巡
さ
れ
た
数
百
人
規
模
の
技
術

者
に
よ
る
原
子
炉
付
随
機
関
の

補
修
も
含
め
て

4
月
以
降
ま
で

続
く
予
定
だ
っ
た
。
そ
れ
が
原

発
事
故
が
起
き
た
後
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
途
中
で
の
出
港
を
決
行

し
た
ロ
2
0
0
8年
9
月
の
横

須
賀
配
備
か
ら
初
め
て
の
こ

と
。
出
港
後
も
四
国
神
な
ど
日

本
近
海
を
航
行
し
な
が
ら
、
洋

上
で
筏
術
者
ら
が
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
続
け
た
と
い
う
。

G
Wが
横
須
賀
を
離
れ
た
理

由
に
つ
い
て
、
第

7
鑑
隊
は

「ど
ん
な
任
務
も
遂
行
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
い
る
」
と
詳

米
海
軍
横
須
賀
基
地
配
備
の

原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン

(
G
W
)
が
5
目
、
長

崎
県
佐
世
保
市
の
佐
世
保
浴
に

入
浴
す
る
。
G
Wは
先
月
幻
自

に
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
途
中

で
切
り
上
げ
て
横
須
賀
を
出

港
。
福
島
第
一
原
発
の
事
故
の

影
響
を
懸
念
し
、

2
週
間
た
っ

て
も
帰
れ
な
い
ま
ま
だ
。

4
日
午
後
、
横
須
賀
選
地
に

停
泊
す
る
米
服
船
は
被
災
地
の

救
援
活
動
か
ら
帰
っ
て
き
た
3

笠
だ
け
で
基
地
内
は
閑
散
と
し

て
い
た
。

「
大
関
」
「
横
綱
」

と
呼
ば
れ
る
大
型
ク
レ
ー
ン

2

基
を
備
え
た
空
母
用
岸
壁
に
G

W
の
姿
は
な
い
。
頻
繁
に
寄
港

細
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

米
通
信
社
ブ
ル
ー
ム
パ
l
グ
に

よ
る
と
、
米
海
軍
制
服
組
ト
ッ

プ
の
ゲ
リ
1
・
ラ
フ
ヘ
ッ
ド
作

戦
部
長
は
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で

「
原
発
か
ら
南
に
約
2
8
0
J

の
横
須
賀
か
ら
出
港
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
ほ
ど
放
射
能
の
約
威

が
差
し
迫
っ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
」
と
答
え
た
。

一
方
で

「
原
子
力
軍
艦

(
G
W
)
で
放

射
性
物
質
の
残
留
で
も
検
出
さ

れ
る
と
船
上
で
発
生
し
た
放
射

能
漏
れ
の
兆
候
と
誤
解
さ
れ
、

確
認
作
業
や
放
射
能
除
去
が
必

要
と
な
る
た
め
だ
」
と
述
べ
、

原
発
事
故
の
影
響
を
避
け
る
目

的
た
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
と
い
う
。

米
海
軍
は
G
Wの
佐
世
保
寄

港
は

「メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要

な
装
備
や
部
品
、
技
術
者
を
替

伺

え
る
た
め
」
と
説
明
。
メ
ン
テ

刊

ナ
ン
ス
は
今
後
も
続
く
見
通
し

日

だ
。
作
業
を
終
え
れ
ば
5
日
中
聞

に
佐
世
保
を
再
び
出
港
す
る
と

聞

い
う
。

(
川
上
裕
央
)
朝
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この冊子は「原子力空母母港化の是非を筒う住民投棄を成功させる会」が

作成しました。「成功させる会Jは、「住民の安全・安心に関わる重要事項の決

定には、市民が直接参加できるようにしてほしいJという街の声を実現するため

に2006年に発足し、2度にわたり住民投票条例を求める直接請求の署名運

動に取り組んできました。

2008年、原子力空母は横須賀市に配備されましたが、市民の立場に立っ

た[安全性の確保H情報公開Jは不充分なままです。多重防議で安全が確保

されているはずだった原子力発電所で事故が起きた今、あらためて、「原子力空

母は本当に安全かjと問わないわけにはいきません。

徹底した情報公開

市民の安全を第一に考えた自治体のがんばり
がなにより重要です。そして、大事なことは市民の総意で決めること。

原子力空母の母港の是非は、みんなで決めよう!

.皆さんの声を届けてください

ご意見安付窓口(WebやMailなど、窓口はこのほかにもたくさんあります)

検須賀市.干238-8550検須賀市小川町11番地情須賀市役所内吉田雄人市長宛

日本政府・〒100-8919東京都千代田区霞が関2・2・1外務大臣宛

米大使館・干107・8420東京都港区赤坂1-10-5米国大使館ジョン.v.)レース駐日大使

・空母問題の情報はこちらをご参照ください(情報HPはこのほかにもたく古んあります)

http://cvn.jpn.org/ (原子力空母の楠須賀母港問題を考える市民の会)

この冊子の販売価格100円のうち50円を、

東日本大震災の復興支援として被災地に届けます。

発行.原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会

干238-0002 検須賀市大滝町1-26 清水ビル3階 繊須賀市民法律事務所方
電話 046-827-2713 FAX:046-827-2731 
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